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である。嘆願劇の常 として、劇末で嘆願者のアルゴス側から報恩 と感謝の念が述べ られるが、作
者はそこにわざわざアテナ女神をデウス ・エクス ・マキナ として登場させ、誓約の遵守を堅 く言
い渡させている。エウリピデスはここでリアルな時代認識に裏打ちされた愛国詩人になっている、
と言うべきだろう。





(アイスキュロスのrエ レウシスの人 々』 も後者 と同じ側面からこの素材を扱 っているが、残
念ながら唯1行 の断片しか残存していない)1)。いずれも遺体収容 と埋葬 とい う共通のテーマを
もつ。
　アンティゴネは逆賊 となったポ リュネイケスの遺体収容 と埋葬をめ ぐってテバイの王クレオ
ンと対立し、そのあげ く死の運命に見舞われることになる。一方、テバイを攻めたアルゴス軍
の七人の将軍の母親たちは、同じくテバイ王クレオンに息子たちの遺体収容を求めるが叶わず、







言葉を借 りれば 「神の法」 とい う慣習法がからむ。それは 「神の法」 と王クレオンが発した埋
葬禁止令(人 間の法)と の対立葛藤 とい うかたちを取る。








(嘆願者を護るゼウス)の 神威を借 りて社会的また政治的に強力な者の援助 と保護を要請する
行為である。その際有力な個人を嘆願の相手 として直接その身体にすがって訴えかける場合








と埋葬の意義そのものはrア ンティゴネ』の場合 と異 り自明のもの となっていて、改めて問題
視されることはない。問題は、遺体を収容する物理的能力を欠 く者がいかにしてそれを可能に





1.「神の法」 から 「全ギ リシアの掟」へ
死者を祀る行為は、 どの民族においても古 くから父祖伝来守 り続けられてきた重要な生活上
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の儀式である。ギ リシア民族においても同様であることは言 うまでもない。わたしたちはそれ
を、アンティゴネに関する伝承を劇化 したソボクレスの作品rア ンティゴネ』によって知 るこ
とができる。
　オイディプス亡きあ と、二人の息子エテオクレス とポ リュネイケスがテバイの覇権をめ ぐっ
て争い、エテオクレスがこれを手にする。敗れたポ リュネイケスはアルゴスへ逃れ、そこのア









務(ア ンティゴネは これを 「文字にこそ記 されてはいないが神 々の定めたゆるぎない掟
飾 ραπτα 蔽σφαη θε伽/り6μごμα454～455」と言っている)で あるとして埋葬行為を敢
行する。しかしこれは国法に違反する行為である。そのため彼女は罰せられて命を落す。
　ここには戦死者の遺体収容 と埋葬の問題　　それは時によっては国法に違反 しても行われる


















リピデスが意図 したのはそ うした理念の問題ではな く、それ以後の具体的な方策また措置、お














ところがいま、考 えて ごらんな さい。それがで きればそなたに
どれほ どの名声を もた らすか。吾子 よ、恐れ るこ とな く申しまし ょう。
力 に驕 り、死者たちが葬送 と埋葬の儀に
与 るこ とを阻げ よ うとす る輩をば、




人は言います よ、腕が縮 こま ってい るぞ、
そなたの国 に栄誉の冠を戴いて しか るべ き ときなのに、
　 　 　 　 おのの
それが恐れ戦いている、やったことといえば野猪 と闘って、
ちょっと手古ずった くらいのことだ、
兜 と槍の穂先 とに対面して一戦交えねばならぬ となると
腰抜けであることが知れてしまった と。
ねえ、我が子 ともあろう者に、わた くしそんな真似はしてもらいた くあ りません。
知っての とお り、そなたの祖国アテナイは無思慮だと嘲われたら
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その相手を睨み返すだけの力はもっています。
(306～322行)
　ここに 「全ギ リシアの掟」 とい う概念が登場する。七将の母親たち とア ドラス トスの嘆願を
容れて遺体収容に尽力することは、すなわち相手に 「全ギ リシアの掟」を遵守させることにな
り、その結果 としてこちらには名声 と栄誉が約束されるとい うのである。さらには相手を恐れ





　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わけ
わた しが要求すれば認めてもらえようし、さらに理由を明かせば
国び とはいっそ う物分か りがよくなって くれよう。
なん となれば、わたしは国民を一つの政権の下に束ね、
万民平等の権利をもつ自由国家 としたからだ。






　か くしてア イ トラはテセ ウスを説得す るこ とに成功す る。七将の母親たち、またア ドラス ト
スの嘆願は、 この アイ トラの説得が介在す るこ とに よってテセ ウスに受け入れ られたのであ る。
その最大 の要 因は何 だったろ うか。 それはおそ ら くアイ トラの話の中にある 「全ギ リシアの掟」
とい う一句であ ったよ うに思われ る。なぜな らテセ ウス 自身 も、 このあ とテバ イの使者に向か っ
て遺体収容 にアテナイが乗 り出す理 由 として、 それが 「全ギ リシアの掟 τ加Hα りελ湧 レωレ
リ6μoり」(526行)と言 い、また 「これ は全ギ リシア共通 の問題 πdσηザEλλ葡09κo`り加
τδδε」(538行)と言 ってい るか らであ る。
　ア ドラス トス もテセ ウスに 向か って 「遺体の埋葬は ダナオ イび と5)全員の願 うところです」
(130行)とは言 う。 しか し敗者の弱身ゆ えか、それを一般化普遍化 させて 「全ギ リシアの掟」
あ るいは 「神の法」であ る とまでは言い えなか った。ア イ トラは第三者の立場か らそれを汲み
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取るかたちで 「全ギ リシアの掟」 と普遍化し、テセウスに受け入れ易 くしたのである6)。





は 「神の法」を と言われるよりもよほ どインパク トのあるものだろう。テセウスはこの国際法
を守るべ く立ち上がる。か くして問題は現実の世界、政治の場へ と移される。
2.嘆 願 され る側
　テセウスは嘆願を受け入れた。だが遺体収容までにはまだ幾つか段階がある。彼はまず支配
下のアテナイ市民を説得 して、その同意を取 り付けなければならない8)。先の引用(第1章)




民らの説得を渋 り、けっきょく嘆願する側のマカリア(ヘ ラクレスの娘)が 自らの生命を犠牲
にすることによってやっとアテナイ側の援助を引き出すことに成功するlo)。しかし本篇ではい
とも簡単に同意が得られている。「いや、 じっさいわが国はわたしの意のあるところを汲んで
/こ の難儀な仕事を喜こび勇んで引き受けて くれた」(393～394行)とテセウスが言 うとお り
である。




















　者もいれば、もっとあ とになる者もいる。今 日だ とい う者もいる。
　 ことほ どさように運を司る神は気ま ぐれなもの。
(550～552行)
④ さあ、これで事の結末は見えたはず。死者の身柄をお引き渡し
　願お う。埋葬してや りたいのだ、敬神の念篤 くあ りたい と願 うわれらは。
　いやだ と言 うなら、あ とは言わず ともわかろう。出掛けて行って力ず くで埋葬するまでだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (558～560行)

































来たのは/城 市を陥すためではない。遺体引き取 りのためだったからと。/戴 くべきはまさに
このような指揮官。/現 場にあっては勇敢、/驕 れる大衆はこれを憎む とい う御仁だ」(723～
728行)。テセウスは沈着冷静かつ心配 りの行き届いた指揮官 として称讃の的 となる12)。テセウ
ス称讃はすなわちアテナイ称讃である。同工の作品rヘ ラクレスの子ら』同様、エウリピデス
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　　　　 [・・・…　　 ]
わた しの見 た ところ、城市を陥そ うとの願いを込めた
彼 らのあの勇敢な行為は、いや言葉に尽せぬ立派な もの だった。
(841～845行)
　これに応じてア ドラス トスは七将それぞれの市民 としての人間性の美点を挙げて、これを称
揚する。葬送演説である。



















　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒュブリス
テバイの伝令はテセウスにこう言 う、「あなたは増上慢 弗 ρ`9のゆえに滅びた連中の屍を集
め、埋葬 してやろうというのですか。/い や、雷火に撃たれたカバネウスの身体が黒焦げになっ
ているのは/正 当な報いではない とは!あ れは城門に襲いかか り、/梯 子を立てかけ、神が望
むなら、いや望むまい とも/城市を攻め落してみせると誓ってみせた男なのに」(495～499行)
と。
　 しか しア ドラス トスはカパネウスの増上慢にもゼウスの雷火による懲罰にも一言も触れず、
もっぱらその友情に篤い穏かな人柄だけを称揚している。テセウスもそれを容認するごとく、
そこに何ら容啄することはない。否、彼(ら)の 行為を 「雄々しさ εδψθ戸 α」(841行)、「勇
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スの屍だけを、他 とは別にただ一体デメテル神殿の傍 らに葬るという特別措置を講 じている


















在であ り、かつ彼女の言 う名声 と栄誉、そ して何よりも 「全ギ リシアの掟」の存在であろう。
　カバネウスの葬送は、しかしこのままでは終わらない。いま一つ事件が出来する。カパネウ
























人の道 如 ετラにおいてです。夫 のあ とを追 い、死 んで寄 り添 います。
(1058～1063行)
　 　 　 　 　 　 　 アしテ　
　上に見える 「人の道 如 ετ別 とは、人間性において卓越 しているという意味である。もっ
と簡略に言えば、エウア ドネは女性であるから 「婦徳」 とい うことになろう。彼女は夫の死に




次の ように言 っている、「この度、夫を失 うこととなった人 々に、婦徳 γ腸 α`κε1α9貿
凌ρετ那 について私から言 うべきことはただ一つ、 これにすべてのすすめを託 したい。女た
るの本性に惇らぬことが最大のほまれ、褒疑いずれの噂をも男の口にされぬことを己の誇 りと







客にアピール したと思われるのに対 し、懸崖の上から火葬の薪の上へ跳び降 りるとい うスペク
タクル満点の演出法もまた観客受けのするものであったろうと思われる。しかしこのエウア ド










げて来たと、そ う言っていると解釈されている。館(舞 台奥の楽屋の建物スケネ)の 屋根 とい
えば5、6メ ー トルの高さになるだろう。そこから跳び降 りるとなるとかなりの危険が伴 う。
俳優は自分の身に身体的危険が及ぶのを避けるためにシナ リオを改窟 し(もちろん原作者死去








る。この矛盾を解決するために、後世挿入された とい う部分(1366～1368行)をやは り削除し
て元通 りとする。その代わりブリュギア人が跳び降 りたと言っているのは屋外の観客に見える
ところではな く、観客の 目に触れない館内であるとしておけば、じっさいに跳び降 りる行為は
しないで済み、身体的危険は回避できるとい う説、あるいは屋外の観客の 目の前で所作すると
しても、危険でない高さまで壁面を伝い降 りて、そのあ と地上へ跳び降 りた とする説な どが立
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てられる。
　今ひ とつ、ここに運動能力に秀でた身軽な者を配 し、高所からでも無事に着地せ しめた とい
うことも考えられないではない。この点はエウア ドネの場合も同様である。懸崖の上から燃え
る薪の上へ跳び降 りるエウア ドネ役には運動神経の発達した俳優を配し、地上には衝撃を和 ら
げるマット状のものを配置すれば、シナ リオ通 りの演出は可能だろう17)。いわば歌舞伎の トン





らア ドラス トスや七将の母親たち ともども故郷アルゴスへ帰って行 く。そのア ドラス トスを 目
の前にしてテセウスが言 う、「これ(遺 骨)を 、わた しおよびわが国はこの者ら(子供たち)
に与える。/そ なたら(ア ドラス トス と母親たち)は このことを心によく刻みつけ、感謝の念
を/忘 れず、わたしから受けたものをよく心に弁えて/こ の子らにも同じように言って聞かせ
るのだ、/わ が国を尊重すべしと。そして子 々孫々受けた思いを/忘 れずに申し送 りすべしと
な」(1168～1173行)と。 これは嘆願を受けそれを叶えてやった側 として当然の要求だろう。
これに応えてア ドラス トスは言 う、「テセウス殿、万々承知 してお ります、あなたがアルゴス
の国に、/そ れが必要な折に どれほ どの善行を施して くださったか。/感 謝の気持ちはいつい
つまでも古びることな く持ち続けます。ひ とかたならぬ/お 世話をいただいたわれらは、それ
をあなた方にお返しするのが務めですから」(1176～1179行)と。嘆願 して願いを遂げた側 も、
また嘆願を受けてそれを叶えてやった側も、双方満足して一件落着したかに見える。これで劇
は終わってもよい。だがこの ときアテナ女神がデウス ・エクス ・マキナ(機 械仕掛けの神)と











ダナオイび との地全土を代表 して誓 う資格がある。
誓いの中味はこうです。アルゴス人は以後一切この国へ





　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かんえ
　続いてアテナは、テセウス家に伝わる青銅の鼎の上で犠牲の羊の喉を裂き、鼎の内部の壁 に
この誓いの句を書き込み、デルポイの守護神に託すように と命 じる。こうすることで全ギ リシ
アがこの誓いの証人となるようにである。これによって単なる口約束が公的な約定 となる。そ















承の とお りである。伝承では復讐戦は勝利に終わ り、アルゴス軍はテバイの城市を陥した。
　 トゥキ ュディデスは前424年冬のアテナイ軍のボイオティア作戦失敗(デ リオンでの惨敗)
を告げている(r歴史』巻4、96)。そして敗れたアテナイ側がポイオティア勢に遺体収容を申
し入れる条 りの記述がある(同97)。この歴史事実が本篇の上演年代推定(前424年以降19)の一
つの要因 となっている。上に引いたエピ ゴノイにまつわる予言も、ボ イオティアの首邑テバイ
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を再度攻める話であるから、アテナイに とって現実の対ポイオティア戦 と決して無縁なもので
はなかろう。またアルゴスはその地理的位置から、スパルタを敵 とするペロポネソス戦争を考
えるとき、アテナイに とってその帰趨は重大な意味をもった。そのアルゴスのア ドラス トス王
に誓文を取った上で遺骨を返す とい う話は、ペロポネソス戦時下にあってはにわかに現実味を







　本篇に付けられた ヒュポテシス(古 伝梗概)は 、本篇をアテナイ讃歌 τδ δ≧ δρaμα
身緬 μ`oり'Aθηり伽 であるとしている。通覧 してそれは妥当な評価だと思われるが、問題
は作者に讃歌を書 くことを意図させたものである。そこには前420年代のペロポネ ソス戦時下
の各ポ リスの政治的駆け引きとい う現実的な問題が色濃 く反映していた と想定される。同じエ
ウリピデスの同工の嘆願劇rヘ ラクレスの子ら』(前430年から前420年代前半の上演 と推定さ
れる)の末尾で、作者はアルゴス王エウリュステウスにアテナイへの報恩の辞を述べさせてい
る。以下の通 りである。「(マラ トンの長老たちから成る合唱隊に向かって)わ た しが死んだら
さだめ
運命の とお りに埋葬してもらいたい。/パ レネの処女神(ア テナ)の 社の前だ。/そ うして く
れれば、そなた(ア ルクメネ)には好意を、この国には安寧を心がけ、/外 来市民 としてこの
地にずっと居続けることになろう。/だ がこの子らの喬の者がそなたらの好意を裏切 り、数を
頼んでこの地へ と/押し寄せることがあれば、わたしはこの上な く/手強い敵 となろう」(1030
～1036行)。本篇の場合 と同様に、　 "アル ゴスの帰趨"が 現実の問題 として劇の背後にあった
のである20)。ア ドラス トスによるカバネウス称揚をそのまま黙認するテセウス像も、当時のア
テナイとアルゴスの政治的関係を映 し出すもの と理解できよう。




題を現実に起 きた事件 と関連づけて考える必要は、まずなかった(と 考えられる)。だからこ
そそれは 「神の法」をめ ぐる理念的な問題 として扱われたのである。しかしペロポネソス戦争




また軍時的拘束力をもつ 「全ギ リシアの掟」 と化すのである。





1)Cf.　Didymus,　inDemosthenem　commentaria,53a.「事 態 が さ し迫 って い た 。 既 に死 体 が 腐 りか け
　 て い た 」rギ リシ ア 悲 劇 全 集 』 巻10,87ベー ジ、 川 崎 義 和 訳 、 岩 波 書 店 、1991年。
2)こ う した 嘆 願 行 為 に ま つ わ る諸 事 に つ い て は 以 下 を参 照 。J.　Gould,　Hikesia,Journal of Hellenic競
　Studies　93　(1973),　pp.74～103.
3)そ れ ゆ え に一 方 で 具 体 的 な遺 体 の収 容 と埋 葬 は 等 閑 視 され 、 劇 中で これ 以 上 話 題 に上 る こ とは な い 。
　 遺 体 の 埋 葬 につ いて の ア ン テ ィ ゴ ネ(お よび ク レオ ン)の 思 想 と行 動 が 問 題 視 され る の で あ って 、 埋
　 葬 の 具 体 的 処 置 は 問 題 視 され な い 。
4)母 親 た ち は7人 で は な い。 ポ リ ュネ イ ケ ス の 母 イオ カ ス テ(す で に この 時 点 で は 自死 して い る)、 ま
　 た パ ル テ ノパ イ オ ス の母 ア タ ラ ン テは アル ゴス の 人 間 で は な い か ら この場 に は い ない(と 推 測 され る)。
　 一 方 、 ア ム ビ ア ラオ ス は地 中 に呑 み込 ま れ て い る し、 ポ リュ ネ イ ケス の 屍 は テ バ イ に留 め置 か れ た ま
　 ま で あ る。 棺 は い くつ あ っ た の か、 ま た 母 親 た ち は 何 名 で あ った の か 、 特 定 は 困難 で あ る。 い ず れ に
　 せ よ母 親 の 数 だ け で は合 唱 隊 の15人とい う数 は 満 され な い 。 お そ ら くそれ ぞれ の侍 女 た ち も加 わ って
　 い た だ ろ う。Cf.　L.　Parmentier　et　H.　Gregoire,　Euripide Ⅲ.,　Paris,　Les　Belles　Lettres,1997,
　 P.100,101　note.
5)ア ル ゴス び と と同 義 。
6)久 保 田は 嘆 願 の 場 に お い て女 惟 が重 要 な 役 割 を 演 じて い た 可 能 性 が あ る こ とを指 摘 して い る(た とえ
　 ば トゥキ ュデ ィ デス 『歴 史』 巻1、136の モ ロ ッソス 人 の 王 ア ドメ トスの 后 が その 一 例 で あ る)。 久 保
　 田忠 利 『古 代 ギ リシ ア に お け る嘆 願 に つ い て 　 　 ギ リ シ ア悲 劇 を 中心 に　 　 』、 「古 代 文 明 研 究 」12
　 　(1994年)、79ページ、 東 海 大 学 文 明 学 会 。 ま たJ.Gould,op.cit.　p.98,99を参 照 。
7)テ セ ウス は 自 らの 言 う 「全 ギ リシ ア の掟 」 が 、 そ の 精 神 に お いて ア イ トラ の 唱 え る 「神 の法 」 を 体 し
　 た もの で あ る こ とを承 知 して い る。 ま た 「ギ リ シア じ ゅ うに噂 され るの は許 せ ぬ か らな。/古 くか ら
　 伝 わ る神 々の掟(り 砂 侭 παλ醒 儒 δα`μ6りωレ)が せ っか くわ た し と この パ ンデ ィオ ンの 国(ア テ
　 ナ イ)を/頼 りに し た の に 、 踏 み に じ られ て し ま っ た とな 」(561～563行)とい う3行 が そ れ を示 し
　 て い よ う。J.　Marwood,　Euripides Suppliant Women,　Aris&Philipps,2007,　p.3を参 照 。
8)現 存 最 古 の 嘆 願 劇 で あ る ア イ ス キ ュロ スr嘆 願 す る女 た ち(ヒ ケテ ィ デ ス)』397行以下 で も この こ と
　 が 言 わ れ て い る。
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9)元 来 ア テ ナ イ を 民 主 制 の 国 に し た の は テ セ ウス そ の 人 だ と され て い る 。 プ ル タ ル コ スr対 比 列 伝
　 　 　 　 テ セ ウス　 　 』25を参 照 。
10)拙稿 「愛 国の 歌 　 　 エ ウ リピ デ スrヘ ラ ク レス の 子 ら』 考 」　 関 西 外 国語 大 学 研 究 論 集 第88号(2008
　 　 年9月)、127ペ ージ 以 下 を 参 照 。
11)次の とお りで あ る。 「い や 、 戦 死 した者 が そ れ に ふ さ わ しい敬 意 を 払 って も らえ な い の を 見て 、/そ
　 　 れ で もわ れ らは 戦 うだ ろ うか 、 それ と も命 を惜 しむ だ ろ うか 。/わ た しに して も 、 命 あ る あ い だ は/
　 　 日 々得 る糧 が た とえ乏 し く とも 、 そ れ で 充 分 満足 だ 。/し か し死 ね ばや は り 自分 の墓 が相 応 の 扱 い を
　 　 受 け るの を 見 た い と思 う。/あ の 喜 び だ け は 永 遠 の もの な の だ か ら」(rヘ カ ベ 』315～320行)。
12)遺体 収 容 の 際 、 テ セ ウス 自 ら遺 体 の 傷 を 洗 って や った(765行)と い う こ と も披 渥 され て い る。
13)じっ さ い に は 全 部 で5体(大 地 に 呑 まれ た ア ム ビア ラオ ス、 そ して ポ リュネ イ ケ ス の 遺 体 は 除 く)。
　 　 これ 以 外 の 死 者 は 「キ タ イ ロ ン の 山 峡 に 墓 を も ら って お りま す る」(756行)と、 す で に埋 葬 は 済 ま さ
　 　 れ て い る。
14)Cf.　D.　J.　Conacher,　Euripidean Drama-Myth, Theme and Structure,　Unive si y　of　Toronto　Press,
　 　 1967,p.106.
15)機織 りの 技 術 。
16)古注 に 曰 く、 「こ の3行(1366～1369行)がエ ウ リ ピ デス の 真 筆 だ とは 、 誰 も即 座 に は 同意 で きな い
　 　 だ ろ う。 いや む しろ俳 優 の手 に な る もの と考 え られ よ う。 俳 優 は 圭 宮 か ら跳 び 降 りて怪 我 を しな い よ
　 　 うに 、 プ リ ュギ ア 人 の 衣 装 と仮 面 を 着 け て(入 口の)扉 を 開 け て 出 て くるの で あ る」 と。
17)Cf.　J.　Ferguson,A Companion to Greek Tragedy,　Universit 　of　Texas　Press,1973(1922),　p.314,
　 　 315.
18)Gregoireは本 篇 を"一 篇 の 大 スペ ク タ クルune　piece　agrand　spectacle"とした 上 で 、 劇 の 最 後 に
　 　 な って そ れ まで の 修 辞 と政 治 に 少 々厭 きて きた 観 客 に エ ウ ア ドネ 自殺 とい う悲 壮 な エ ピ ソ ー ドが 提 供
　 　 され る と言 って い る。Cf.　L.　Parmentier　et　H.　Gregoire,　Euripide　Ⅲ,　Paris,　Les　Belles　Lettres,
　 　 1997,p.100～101.
19)韻律(イ ア ン ビッ クの 音節 分 裂 の 比 率)の 点 か ら も前420年代末 と推 定 さ れ る。Websterはrヘカ ベ 』
　 　 (前420年代 半 ば 以 降)に 近 い と言 う。Cf.　T.　B.　L.　Webster,The Tragedies of Euripides,　Methuen,
　 　 1967,p.124.
20)拙稿 「愛 国の 歌 　 　 エ ウ リピ デ ス 『ヘ ラ ク レス の 子 ら』 考 」　 関 西 外 国語 大 学 研 究 論 集 第88号(2008
　 　 年9月)、123～134ペー ジ を 参 照 。
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